
（別紙３）

～ 　令和　7　年　12　月　20　日

（対象者数） 25人 （回答者数） 22人

～ 　令和　7　年　12　月　20　日

（対象者数） 12人 （回答者数） 12人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

疑問に思ったことをその場で解決できるよう、関係機

関を含め連携を取っていきます。

2

保護者の要望をお聴きし、改善できることは取り入れ

ていきます。

3

ヒヤリハットで危険個所が見つかった場合は速やかに

対処する、常にリスクを考え支援していきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者に安心していただけるよう、お便りに掲載しお

伝えしてまいります。

2

同じテーマの活動であっても、子どもが飽きない工夫

をしてまいります。

3

新入社員の紹介を保護者にしてまいります。

個々の特性に応じた支援を行っています。 日々の職員間の会話や保護者への質問を通じ、子ども達

の特性を理解した上で支援を行っています。

子ども達の様子を定期的に発信しています。 定期的にお便りやホームページ・SNS等で、活動概要や

行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して

発信しています。

子どもが安心して過ごせる環境が整っています。 ベビーゲートや×表示、チャイルドシートや安全装置、

防犯カメラの設置等、子どもたちが安心安全に過ごせる

環境を整えています。

新入社員の紹介が不十分なことがありました。 会社としての取り決めがありませんでした。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

非常時の対応について、保護者への情報提供が不十分で

す。

実施している内容を十分に発信できていませんでした。

利用回数が多い子どもは、活動が重複してしまうことが

あります。

1か月ごとに活動テーマを変更しているが、繰り返し行

う活動もありました。

　令和　7　年　11　月　14　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　8　年　3　月　12　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童デイサービス芳泉

○保護者評価実施期間
　令和　7　年　11　月　14　日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


